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2025年4月に新たに認定された５型糖尿病は、幼少期にすい臓が正常に発達するのに

必要な栄養素が摂取できなかったことだと考えられています。

以前からラットを用いた研究で、妊娠中または乳幼児期の低タンパク質食がすい臓の

発達不良につながることが知られていました。

世界的研究でわかった「すべての親に知ってほしいこと」 その３

低たんぱく質食

してほしいことは

タンパク質は体の中に

貯蔵できません！

必ず毎日必要な栄養

素です

「生涯続く健康的な食習慣を子どもに身につけてもらうこと」を今月も紹介いたします。

よりよい子どもの育ちのため、楽しい子育てのために、お届けさせて頂きます

明らかになった低たんぱく質食の危険性

給食だより月の

すい臓が小さいと、インス

リンをつくる力も弱い

糖尿病の危険因子が高く、日常的にも

血糖値スパイク（イライラ、パニック、

攻撃性が強い）になりやすくなります

肉類

魚介類

卵

チーズ

発酵した豆製品

を毎日意識して食

べていきましょう！
お子さんの困った姿

があれば、効果も大き

いと思います

乳幼児期は偏食が起きる時期ですが、口腔機能の育ちによっては、

お肉や魚介類を噛んで食べることが難しい姿もあるため、まずは

消化にやさしいかたちで食べられるたんぱく質食や、

ちょい足し食材（6月の給食便り）を意識されてみてください


